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照明器具用電線・ケーブルの紫外線劣化促進試験

1. まえがき

電線・ケーブルの耐紫外線性評価方法として、従来はJCS第 7391号（電線・ケー

ブルの促進暴露試験方法）に示すオープンフレームカーボンアーク光源或いはキセノ

ンアーク光源による促進暴露方法が用いられてきた。しかし、当該試験方法を屋内、

特に誘導灯などの照明器具内で使用される電線・ケーブルに適用する場合は、実使用

上不要な水噴霧サイクルを規定していること、光源の発光スペクトルが蛍光ランプと

オープンフレームカーボンアーク光源或いはキセノンアーク光源とでは異なること

から、適切な試験とは言い難く、より実際に即した促進試験方法の適用が望ましい。

そこで、産業用電線・ケーブル専門委員会内の紫外線評価ワーキンググループおよび

電線エコロジー推進委員会評価チームが中心となって、照明器具用電線・ケーブルを

対象とした紫外線劣化促進試験方法について検討し、乙の技術資料を作成した。

2.光による高分子の劣化

2.1光による高分子の劣化機構と対策

一般に高分子材料が光の照射によって劣化するのは、物質を構成する分子や原

子が光のエネルギーを捕捉し、その捕捉された光エネルギーによって化学反応を

起こしたり、またそのエネルギーが他の分子に移動して反応する増感反応等によ

るものである。

高分子材料は特定波長の光を吸収し、その波長の光を吸収することにより光化

学反応が進行して材料は劣化する。また、光の波長とエネルギーの関係によると

光エネルギーは光の波長に反比例し、短波長になるほどエネルギーは大きくなる。

表l 波長とエネルギーの関係

波長入（nm)
エネルギー E (kJ/mo!) 

750 I 600 I 500 I 400 I soo I 250 I 200 
160 I 200 I 240 I soo I 400 I 480 I 600 

E=Nhν＝NhC／入与120,000／λ （kJ/mon

ただし、 N：アボガド口数 h：プランク定数 C：真空中の光速度

ν 振動数

物質はその分子構造に応じて特定の波長領域の光を吸収するため、各種高分子

材料の吸光特性はそれぞれにやや異なっているが、表2に示すように一般に 400

nm以下の波長の光（紫外線）が吸収され、特に 300nm前後の波長が高分子物

質の劣化に大きな影響を与えている。その光化学反応過程は吸収された光エネル

ギーによって分子の一部が解離・励起され、この解離したフリーラジカルや励起

分子が化学反応を起こし、フリーラジカル同士の再結合、架橋、分子鎖切断等が
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